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特 集  ワクチン・予防接種：わが国における現状と課題

は　じ　め　に

　ワクチンは，感染症の予防に最も特

異的であり，かつ効果の高い医薬品

(生物学的製剤)である。ワクチンを接

種することを予防接種という。接種の

方法には，皮下接種，筋肉内接種，経

口接種があり，BCGのように管針を

用いて経皮接種する場合もある。さら

に，経鼻接種や，皮膚への貼付などの

方法で接種するワクチンの開発などが

進められている。

　わが国では，予防接種法に基づく定

期の予防接種(以下，定期接種)と，予

防接種法には基づかないが，医薬品医

療機器法(旧薬事法)に基づいて製造販

売承認されたワクチンを接種する，定

期外接種(以下，任意接種)がある。な

お，定期接種は，政令で対象年齢が定

められているため，その年齢以外で接

種する場合は任意接種となる(表１)。

　予防接種は体調のよいときに受ける

のが原則であるが，接種を受けたくて

も受けることができない場合がある

(接種不適当者)。一方，基礎疾患を

もっていても，医師の判断で注意しな

がら接種可能な場合もあり(接種要注

意者)，接種可能かどうかの判断には，

丁寧な予診，接種前の検温，診察が必

要となる。また，接種後30分は，接種

医療機関で体調を観察し，特に著変が

なければ帰宅可能となるが，この間

に，接種後の注意点などを説明できる

と有意義に時間を過ごせると考える。

Ⅰ．ワクチンの有効性

１．感染症発生動向調査1)

　感染症法に基づく感染症発生動向調

査では，１類～５類感染症111疾患につ

いて，全数あるいは定点サーベイラン

スが実施されている。このなかで，ワ

クチンが国内で使用可能であるvaccine 

preventable disease；VPDを表２に示

す。なお，表２に示した感染症以外に

も，感染症発生動向調査対象疾患のな
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